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第 ２ 会期の決定

第 ３ 報告第３３号 上水道料金請求事件に係る和解について

第 ４ 報告第３４号 平成２４年度黒石市一般会計補正予算（第７号）について

第 ５ 議案第８８号 黒石市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例制定について

第 ６ 議案第８９号 黒石市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例制

定について

第 ７ 議案第９０号 黒石市教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条

例制定について

第 ８ 議案第９１号 黒石市一般職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定に

ついて

第 ９ 議案第９２号 黒石市一般職職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例

制定について

第１０ 議案第９３号 黒石市国民健康保険黒石病院事業管理者の給与及び旅費に関する条

例の一部を改正する条例制定について

第１１ 議案第９４号 黒石市ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例制定に

ついて

第１２ 議案第９５号 黒石市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例制定に

ついて

第１３ 議案第９６号 黒石市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定について

第１４ 議案第９７号 黒石市営住宅等整備基準条例制定について

第１５ 議案第９８号 黒石市りんごＣＡ貯蔵施設条例を廃止する条例制定について

第１６ 議案第９９号 黒石市工場立地法地域準則条例制定について

第１７ 議案第100号 黒石市姥懐霊園墓地の指定管理者の指定について

第１８ 議案第101号 黒石市姥懐霊園火葬場の指定管理者の指定について

第１９ 議案第102号 黒石市黒森山ウォーキングセンターの指定管理者の指定について

第２０ 議案第103号 財産の無償譲渡について

第２１ 議案第104号 財産の取得について

第２２ 議案第105号 津軽広域連合規約の一部変更について

第２３ 議案第106号 青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の減少及
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び青森県市町村職員退職手当組合規約の変更について

第２４ 議案第107号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の減少及び青

森県市町村総合事務組合規約の変更について

第２５ 議案第108号 平成２４年度黒石市一般会計補正予算（第８号）

第２６ 議案第109号 平成２４年度黒石市姥懐霊園墓地特別会計補正予算（第２号）

第２７ 議案第110号 平成２４年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第２号）

第２８ 議案第111号 平成２４年度黒石市簡易水道特別会計補正予算（第２号）

第２９ 議案第112号 平成２４年度黒石市温泉供給事業特別会計補正予算（第３号）

第３０ 議案第113号 平成２４年度黒石市国民健康保険黒石病院事業会計補正予算（第２

号）

第３１ 議案第114号 平成２４年度黒石市水道事業会計補正予算（第１号）

第３２ 議案第115号 平成２４年度黒石市下水道事業会計補正予算（第１号）

市 長 提 案 理 由 説 明

第３３ 議員派遣の件

出席した事務局職員職氏名

事 務 局 長 境 裕 康

次 長 三 上 亮 介

次長補佐兼議事係長 太 田 誠

議 事 係 主 査 今 正 樹

会議の顚末

午前１０時０２分 開 会

◎議長（中田博文） ただいまから、平成２４年第４回黒石市議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事は、議事日程第１号をもって進めます。

◎議長（中田博文） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において２番工藤和行議員、１１

番工藤和子議員を指名いたします。

◎議長（中田博文） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。

今期定例会の会期は、本日から１２月１１日までの１３日間といたしたいと思います。これ
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に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認めます。

よって、会期は１３日間と決定いたしました。

◎議長（中田博文） この際、諸般の報告をいたします。

監査委員から、定期監査報告及び例月出納検査報告が提出されました。よって、その写しを

お手元に配付しておきましたので、御了承願います。

◎議長（中田博文） 日程第３ 報告第３３号から、日程第３２ 議案第１１５号まで、合わせ

て３０件を一括上程いたします。

この際、理事者から提案理由の説明を求めます。市長。

登 壇

◎市長（鳴海広道） 今回の定例会に提案いたしました議案の概要について、御説明申し上げま

す。

案件は、「専決処分事項の報告について」並びに「平成２４年度黒石市一般会計補正予算

（第８号）」など、３０件であります。

最初に、報告第３３号は、処分第２２号「上水道料金請求事件に係る和解について」であり

ますが、本件について和解が成立しましたので、報告するものでございます。

報告第３４号は、処分第２３号「平成２４年度黒石市一般会計補正予算（第７号）につい

て」でありますが、歳入歳出それぞれ１，７３９万９，０００円を追加し、予算の総額を１５

４億８，４１８万２，０００円にしたものであります。

歳出は、２款 総務費の衆議院議員総選挙等の費用で、歳入は、県支出金などを計上いたし

ました。

次に、議案第８８号「黒石市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例制定について」、議案第８９号「黒石市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改

正する条例制定について」、議案第９０号「黒石市教育委員会教育長の給与等に関する条例の

一部を改正する条例制定について」、及び議案第９３号「黒石市国民健康保険黒石病院事業管

理者の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定について」の４件は、いずれも期

末手当の支給割合を改定しようとするものであります。

議案第９１号「黒石市一般職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について」

は、青森県人事委員会の勧告に準じ、一般職職員の期末手当の支給割合を改定しようとするも
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のであります。

議案第９２号「黒石市一般職職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて」は、一般職職員の給料月額の減額率を改定しようとするものであります。

議案第９４号「黒石市ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例制定について」、

議案第９５号「黒石市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例制定について」、

議案第９６号「黒石市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定について」の３件は、それぞ

れの関係上位法令の一部改正に伴い、所要の改正をしようとするものであります。

議案第９７号「黒石市営住宅等整備基準条例制定について」は、公営住宅法の一部改正に伴

い、市営住宅等の整備基準を定めるため、条例を制定しようとするものであります。

議案第９８号「黒石市りんごＣＡ貯蔵施設条例を廃止する条例制定について」は、当該施設

を民間に譲渡するため、条例を廃止しようとするものであります。

議案第９９号「黒石市工場立地法地域準則条例制定について」は、工場立地法の規定に基づ

き、工場立地に関する地域準則を定めるため、条例を制定しようとするものであります。

議案第１００号「黒石市姥懐霊園墓地の指定管理者の指定について」、議案第１０１号「黒

石市姥懐霊園火葬場の指定管理者の指定について」、議案第１０２号「黒石市黒森山ウォーキ

ングセンターの指定管理者の指定について」の３件は、それぞれの施設の指定管理者を指定し

ようとするものであります。

議案第１０３号「財産の無償譲渡について」は、黒石市りんごＣＡ貯蔵施設を津軽みらい農

業協同組合に無償譲渡しようとするものであります。

議案第１０４号「財産の取得について」は、第２次黒石市土地開発公社経営健全化計画に基

づき、旧アクアリゾートパーク整備予定地の一部を取得しようとするものであります。

議案第１０５号「津軽広域連合規約の一部変更について」は、障害者自立支援法の一部改正

に伴い、規約の一部を変更するものであります。

議案第１０６号「青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の減少及び青森

県市町村職員退職手当組合規約の変更について」及び議案第１０７号「青森県市町村総合事務

組合を組織する地方公共団体数の減少及び青森県市町村総合事務組合規約の変更について」の

２件は、構成団体の１つが解散するため、規約の変更等について関係地方公共団体と協議する

必要が生じたので、議会の議決を要するものであります。

議案第１０８号「平成２４年度黒石市一般会計補正予算（第８号）」は、歳入歳出それぞれ

４億１，１６８万４，０００円を追加し、予算の総額を１５８億９，５８６万６，０００円に

しようとするものでございます。

まず歳出は、２款 総務費で固定資産管理システム更新事業費５６９万円、無投票による農
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業委員会委員一般選挙費の減額６７７万５，０００円などを計上いたしました。

３款 民生費では、障害者福祉費扶助費８，００７万３，０００円、生活保護費扶助費１億

３，３８４万５，０００円のほか、平成２３年度分の国及び県負担金の返還金などを計上いた

しました。

２０款 市債では、衛生債２００万円、臨時財政対策債の借りかえ１億４，６８０万円を追

加いたしました。

議案第１０９号「平成２４年度黒石市姥懐霊園墓地特別会計補正予算（第２号）」は、誘導

灯修繕に係る所要額を補正するとともに、指定管理科の債務負担行為を設定しようとするもの

でございます。

議案第１１０号「平成２４年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第２号）」は、介護サー

ビス給付費に係る所要額を補正したものでございます。

議案第１１１号「平成２４年度黒石市簡易水道特別会計補正予算（第２号）」は、需用費に

係る所要額を補正したものでございます。

議案第１１２号「平成２４年度黒石市温泉供給事業特別会計補正予算（第３号）」は、需用

費等に係る所要額を補正したものでございます。

議案第１１３号「平成２４年度黒石市国民健康保険黒石病院事業会計補正予算（第２号）」

は、電子カルテシステム導入による債務負担行為を設定したものでございます。

議案第１１４号「平成２４年度黒石市水道事業会計補正予算（第１号）」は、水道管耐震工

事費等に係る所要額を補正するとともに、企業会計システム更新リース費用の債務負担行為を

設定したものでございます。

議案第１１５号「平成２４年度黒石市下水道事業会計補正予算（第１号）」は、企業会計シ

ステム更新等に係る所要額を補正したものでございます。

以上、議案の概要を申し上げましたが、議案第８８号から議案第９３号までの６議案につい

ては、１２月１日以前に議決を経て条例を公布する必要があることから、先議を御依頼したも

のであります。

各議案の内容につきましては、御審議の際、詳しく御説明いたしますので、原案どおり御議

決賜りますようよろしくお願い申し上げます。

大変失礼しました。１ページちょっと１枚多くめくりました。

４款 衛生費では、子宮頸がん等ワクチン接種事業費として１，２５２万８，０００円など

を追加いたしました。

６款 農林水産業費では、青年就農給付金事業費補助金１８７万５，０００円、青森県野菜

等産地生産・販売力強化事業費補助金２８１万３，０００円などを計上いたしました。
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１０款 教育費では、小中学校に係る燃料費などを計上いたしました。

１２款 公債費では、臨時財政対策債の借りかえなど１億４，９５２万３，０００円を計上

いたしました。

次に歳入の主なものは、１３款 国庫支出金で障害者自立支援給付費負担金３，４８７万２，

０００円、生活保護費等負担金１億３，５５７万８，０００円などを計上いたしました。

１４款 県支出金では、青年就農給付金事業費補助金１８７万５，０００円、障害者自立支

援給付費負担金１，７４３万６，０００円を増額する一方、児童福祉施設併設型民間児童館運

営費補助金１，３２６万８，０００円を減額いたしました。

１７款 繰入金では、本補正での財源不足を補うため、財政調整基金繰入金を７，０２６万

３，０００円増額いたしました。

大変、失礼しました。以上であります。

降 壇

◎議長（中田博文） お諮りいたします。

この際、日程第５ 議案第８８号 黒石市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例制定についてから、日程第１０ 議案第９３号 黒石市国民健康保険黒石

病院事業管理者の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定についてまで、計６件

を先議いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認めます。

よって、６件を先議することに決しました。

◎議長（中田博文） 日程第５ 議案第８８号 黒石市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例制定についてを議題といたします。

提案理由の補足説明を求めます。

（「省略」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 省略の声がありますので、省略いたします。

お諮りいたします。

本案については委員会の付託を省略し、直ちに審議いたしたいと思いますが、御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認め、委員会の付託を省略し、直ちに審議いたします。
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質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 質疑を終わります。

討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 討論を終わります。

本案を採決いたします。

本案は原案のとおり決するに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎議長（中田博文） 日程第６ 議案第８９号 黒石市特別職の職員の給料等に関する条例の一

部を改正する条例制定についてを議題といたします。

提案理由の補足説明を求めます。

（「省略」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 省略の声がありますので、省略いたします。

お諮りいたします。

本案については委員会の付託を省略し、直ちに審議いたしたいと思いますが、御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認め、委員会の付託を省略し、直ちに審議いたします。

質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 質疑を終わります。

討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 討論を終わります。

本案を採決いたします。

本案は原案のとおり決するに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認めます。
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よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎議長（中田博文） 日程第７ 議案第９０号 黒石市教育委員会教育長の給与等に関する条例

の一部を改正する条例制定についてを議題といたします。

提案理由の補足説明を求めます。

（「省略」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 省略の声がありますので、省略いたします。

お諮りいたします。

本案については委員会の付託を省略し、直ちに審議いたしたいと思いますが、御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認め、委員会の付託を省略し、直ちに審議いたします。

質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 質疑を終わります。

討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 討論を終わります。

本案を採決いたします。

本案は原案のとおり決するに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎議長（中田博文） 日程第８ 議案第９１号 黒石市一般職職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例制定についてを議題といたします。

提案理由の補足説明を求めます。

（「省略」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 省略の声がありますので、省略いたします。

お諮りいたします。

本案については委員会の付託を省略し、直ちに審議いたしたいと思いますが、御異議ありま

せんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認め、委員会の付託を省略し、直ちに審議いたします。

質疑に入ります。５番工藤禎子議員。

◎５番（工藤禎子） 今回の給与改定に至るその経緯と言いますか県の人事院勧告も含めた、あ

るいは市職労など組合の状況も含めて、どのように上程まであったのか経緯をお知らせくださ

い。

それから、一般職員で見ればどのくらいの影響額っていいますかね、減額になるのか。

３つ目は、一人一人を見ればいろいろ比率が違いますからあるでしょうけれども、安い人・

高い人の減額、それから平均ではどのくらいかっていうのをそれぞれお知らせ願いたいと思い

ます。

◎議長（中田博文） 総務部長。

◎総務部長（成田耕作） 今、期末手当の減額についてでございますよね。

（「期末手当だね」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 工藤禎子議員、注意してください。

（「はい」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 質疑を終わります。

討論に入ります。

（「期末手当での答弁お願いします」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 許可いたしますけれども、しっかりと前後を見きわめてかなめにあった質

問をしていただきたいと思います。もう１回お願いします。５番工藤禎子議員。

◎５番（工藤禎子） 済みません、再度。今回の期末手当のですね、０．１％引き下げについて

の県の人事院勧告をどう受けとめたか市が。

そして、組合との関係ではどのように調整を図ったのかお知らせ願いたいということと、そ

れから一般職員だけです、特別職とかそういうのを入れないで一般職員の影響額はどれぐらい

になるのかということと、一人一人で見れば安い人・高い人とどれくらい、平均でどれくらい

ということでお知らせ願いたいと思います。

◎議長（中田博文） 総務部長。

◎総務部長（成田耕作） 今回の期末手当の減額については、県の人事院勧告に準じて０．１月

分減額するものでございます。

組合との交渉については４回ほど持ちましたけども、この期末手当の０．１カ月分につきま

しては何ら問題はないというふうに認識しております。

それから減額でございますが、１，１１１万ほどの減額となります。期末手当０．１月分で
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こございます。あと高い人それから低い人については、一番高い人で５万４，０００円の減額、

一番低い人で２万１，２００円の減額でございます。以上でございます。

◎議長（中田博文） 質疑を終わります。

（「はい」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） しっかり、挙手してください。こっちを見て。下だけを見ているからわか

らないでしょ。はい、５番工藤禎子議員。

◎５番（工藤禎子） 再質問いたします。市職員の生活への影響ということについては、行政と

してはどのように認識しているのかということですね。それから、やっぱり一般職員のこれか

らの、今後の生活とか権利保障というあるいは賃金保証というものをですね、どのように考え

ているのかお願いします。

◎議長（中田博文） 総務部長。

◎総務部長（成田耕作） 生活の影響ということでございますけれども、ちょっとはあると思い

ます。

それから賃金の保証ということでございますけれども、次にかかります議案第９２号でカッ

ト率の緩和２％でありますけれども、その手当の減額には満たっていないということでござい

ますが、財政状況それから職員のモチベーション等を加味して２％の減額を提案するものでご

ざいます。以上でございます。

◎議長（中田博文） 質疑を終わります。

討論に入ります。５番工藤禎子議員。

◎５番（工藤禎子） 反対理由、３つあります。

１つは、本市で働く一般職の職員の生活をですね、やっぱり影響はありますね。月五、六万

高い人であるということは大きいと思いますし、少ない人での２万というのも比率としては大

きいと思います。それにこの間の引き下げ、市独自の引き下げもありますからやっぱり生活が

ですね直撃されたり、住宅ローンの支払いや教育の捻出だとか、あるいは家族の人生設計もそ

れなりに狂ってきている部分もあるのではないかというふうに思っています。それが１つね。

２つ目は、報道によりますと青森県の人事委員会は、この１０月９日に勧告を行いました。

そして０．１カ月分の引き下げということを出したわけです。驚くことは、本県を含めてたっ

た４県しかやらなかったんです、皆さんも御存じだと思いますけれども。ですから、そういう

ところから見れば職員の給与はですね、削らなくてもよかったのじゃないかと全国的に見れば。

そして比率も低い、ラスパイレスも低い黒石ですからそういう配慮が必要だったというふうに

思います。

３つ目は、自治体労働者の賃金を下げるということはですね、ひいては民間の引き下げ、あ



- 12 -

るいは地域経済にも大きく影響いたします。ですから、やっぱり引き下げには反対をします。

賃下げが地方まで普及しようというふうになってきている状況ですので、そういう点ではそれ

に歯どめをかけるという点でも、私は反対するものであります。

◎議長（中田博文） １４番北山一衛議員。

◎１４番（北山一衛） 私は、この議案第９１号に賛成するものであります。

ただいま引き下げによる影響とおっしゃいましたけども、次の議案第９２号でその分を手当

しておるわけでございまして、何ら影響することはないと思います。また、職員の方々は一生

懸命頑張っているのはわかります。それを認めてあげるべきであります。

そしてまた、３点目の反対理由でございますけども、民間との格差はやはりまだまだ役所は

高いということで、その影響はほとんどないと思うことから、私はこの議案に賛成するもので

ございます。

◎議長（中田博文） 討論を終わります。

本案は起立により採決いたします。

本案は原案のとおり決するに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

◎議長（中田博文） 起立多数であります。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎議長（中田博文） 日程第９ 議案第９２号 黒石市一般職職員の給与の特例に関する条例の

一部を改正する条例制定についてを議題といたします。

提案理由の補足説明を求めます。

（「省略」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 省略の声がありますので、省略いたします。

お諮りいたします。

本案については委員会の付託を省略し、直ちに審議いたしたいと思いますが、御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認め、委員会の付託を省略し、直ちに審議いたします。

質疑に入ります。５番工藤禎子議員。

◎５番（工藤禎子） 給与を月に２％を引き上げるということなんですけれども、３月までの給

与を見て、０．１カ月分引き下げた部分が全部回復されますか。

◎議長（中田博文） 総務部長。
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◎総務部長（成田耕作） 緩和されません。

◎議長（中田博文） ５番工藤禎子議員。

◎５番（工藤禎子） つまり、いや、頑張ってね大変な中で補塡はしたわけですけれども、１２

月から３月までの４カ月間で２％なわけですから、単純にいっても８％それぞれ違いはありま

すけれども、満たさないわけですね。そういう点では、討論でも言いますけれども、ちょっと

不十分な、緩和できるような、補塡できるような０．１カ月にすべきではなかったかというふ

うに思いますが、その辺の判断はどうだったのでしょうか。

それから、先ほどの反対討論の中で、民と官との賃金の格差があるというふうに言いました

けれども、私はそういう観点で言ったのではなく、役所が例えば何％引き下げたということに

よって、民間の給料も「じゃあ、うち方も役所みたいに何％と引き下げましょう」そういう形

の連鎖がいくのではないかっていうふうに言ってるわけですけれども、その点ちょっとお願い

したいと思います。

◎議長（中田博文） 総務部長。

◎総務部長（成田耕作） ０．１カ月分引き下げるべきという、ちょっと意味がわからないんで

すが、見合う、緩和する場合２．５％ぐらいだったと思いますけれども、それをですねまだ提

案はしておりませんけれども、来年度４月からの端数をつけないということで今回２％にした

わけで、来年度４月からの給与のときにまた考えたいとそのように思っております。以上であ

ります。

◎議長（中田博文） 質疑を終わります。

討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 討論を終わります。

本案を採決いたします。

本案は原案のとおり決するに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎議長（中田博文） 日程第１０ 議案第９３号 黒石市国民健康保険黒石病院事業管理者の給

与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定についてを議題といたします。

提案理由の補足説明を求めます。

（「省略」と呼ぶ者あり）
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◎議長（中田博文） 省略の声がありますので、省略いたします。

お諮りいたします。

本案については委員会の付託を省略し、直ちに審議いたしたいと思いますが、御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認め、委員会の付託を省略し、直ちに審議いたします。

質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 質疑を終わります。

討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 討論を終わります。

本案を採決いたします。

本案は原案のとおり決するに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎議長（中田博文） お諮りいたします。

先ほど上程いたしました案件のうち、議案第８８号から議案第９３号までの計６件を除く、

ほかの案件については、議事の都合により、後刻審議いたしたい思います。これに御異議あり

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認めます。

よって、これらの案件については後刻審議することに決しました。

◎議長（中田博文） 日程第３３ 議員派遣の件を議題といたします。

本件は、村上隆昭議員ほか９名から議員派遣要求書が提出されたことに伴い、議員派遣の件

をお諮りいたします。

本件は別紙のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認めます。
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よって、本件は別紙のとおり決定いたしました。

お諮りいたします。

ただいま議決されました議員派遣について変更を要するときは、議長に一任願いたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認めます。

よって、変更を要するときは、議長一任とすることに決しました。

◎議長（中田博文） この際、お諮りいたします。

議案調査等のため、１１月３０、１２月１・２・３・４・５・８・９・１０日の９日間、休

会いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認めます。

よって、９日間休会することに決しました。

◎議長（中田博文） 本日はこれにて散会いたします。

午前１０時３７分 散 会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

平成２４年１１月２９日

黒 石 市 議 会 議 長 中 田 博 文

黒 石 市 議 会 議 員 工 藤 和 行

黒 石 市 議 会 議 員 工 藤 和 子


